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誰一人取り残さない デジタル化の恩恵をすべての方に

ケアリーバーが未来を描ける社会

付属資料 補正予算の事業一覧

２ 主な取組

■

１ 令和７年度一般会計補正予算（第３号）概要

ケアする人をケアする地域社会

① 介護・障害者施設への食材費・光熱費等助成【区独自】

② ケアプランデータ連携システム導入の推進

③ 高齢者のスマートフォン購入助成

④ 杉並区児童養護施設退所者等応援基金の設置

■

■

■



予算額 一般財源

補正前の額 2,469億2,230万1千円 699億9,689万2千円 190億5,030万6千円 1,578億7,510万3千円

補 正 額 110億3,445万7千円 1億2,931万7千円 4億3,918万9千円 104億6,595万1千円

補正後の額 2,579億5,675万8千円 701億2,620万9千円 194億8,949万5千円 1,683億4,105万4千円

特定財源
国・都支出金 その他

■総額：110億3,445万7千円（28事業）
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ケアする人をケアする
地域社会
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物価高騰に直面する
区内事業所を支援します！

①

介護・障害者施設への食材費・光熱費等助成【区独自】
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長引く物価高騰は福祉施設にも大きな影響を与えている。
国の制度に基づく介護報酬等を主な収入源として運営。
食材費などの物価が上昇しても柔軟に対応することが難しい。

事業所支援の状況

第２回区議会定例会補正予算で計上【都事業を活用して区が助成】保育所等

特養等：食材費及び光熱費、通所・訪問系：燃料費 【都が助成】

入所：食材費及び光熱費、通所：燃料費及び光熱費 【都が助成】

介護施設

障害者施設

背 景

介護・障害者施設への食材費・光熱費等助成【区独自】



7所管課 介護保険課、障害者施設支援課

短期入所 76所
通 所 150所
訪問・相談 389所

・食材費及び光熱費等の一部を助成

規模

■障害者通所施設

給食等を提供する事業所 60所

予算 972万6千円

計 615所

■介護サービス事業所 予算 6,406万2千円

・食材費の一部を補助

都対象外

都対象外

介護・障害者施設への食費・光熱水費等助成【区独自】介護・障害者施設への食材費・光熱費等助成【区独自】

■令和７年度上半期（４～９月分）を支援
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②

ケアプランデータ連携システム導入の推進

介護現場の負担軽減と
質の向上を支援します！
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背 景
職場環境の改善や人材確保の観点から生産性向上は重要な課題。
ICT化による、介護記録・情報共有・報酬請求等の業務の効率
化が求められている。

・FAXや郵送など
紙を使ったやり取り

・手入力の作業で転記ミス

・書類の管理が煩雑

居宅介護支援事業所と
居宅サービス事業所との
やりとりをオンラインで完結

デジタル化！

ケアプランデータ連携システム導入の推進

従来のケアプラン ケアプランデータ連携システム



10所管課 介護保険課

■ケアプランデータ連携システムの導入を推進

・導入率の目標（全約690所）

システムのインストールから導入後のフォロー
まで伴走支援

予算 2,200万円

４% 20%
29所 140所

・将来的には関係者間の情報連携が進み、
ケアの質が向上

・業務の効率化により職員の負担軽減につながる

現 在 令和7年度末

ケアプランデータ連携システム導入の推進
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誰一人取り残さない

デジタル化の恩恵を
すべての方に



スマホ購入支援で
くらしを便利に、楽しく！
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③

高齢者のスマートフォン購入助成
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背 景

・社会とのつながりを保つ ・生活の利便性の向上

・健康管理や安全性の向上 ・学びや趣味の充実 など

スマホ所有率※

60～69歳→87％ 70～79歳→67.5% 80歳以上→30.7%

▶スマホの所有率は増加しているが、未所有者も一定数存在する

QOL（生活の質）の向上

高齢者のスマートフォン購入助成

※総務省「令和６年通信利用動向調査」より

スマホ活用で期待できる効果
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規模

主体的な
健康づくりを応援

健幸アプリ

補助上限：３万円（１人につき１台まで）

対象人数：600人 （はじめて購入される方など）

申請開始：令和７年11月10日予定（予算に達し次第終了）

■高齢者スマートフォン購入助成

通称：なみチャレ
に登録

新たに設置する
デジタルデバイド
常設相談窓口を案内

地域区民センター
４カ所

所管課 高齢者施策課、健康推進課、デジタル戦略担当

一体的な取組で行政デジタルサービスの利用を促進

予算 1,883万1千円

高齢者のスマートフォン購入助成



ケアリーバーが
未来を描ける社会

15



児童養護施設等を離れる
子どもの自立を支援します！
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④

杉並区児童養護施設退所者等応援基金の設置
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背 景

・都内最多の５つの児童養護施設・里親など、
社会的養護のもとで生活する子どもたちが約200人超。

・施設退所後は、経済的・心理的にも自立を求められる

・引っ越し費用や家具・家電の購入などまとまった費用が
必要で経済的負担が大きい。
▶退所前の不安「生活費や学費のこと」が57.5％※

“安心して社会に巣立てるように”
自立支度金を給付（令和６年４月から）

杉並区児童養護施設退所者等応援基金の設置

※東京都「東京都における児童養護施設等退所者の実態調査 報告書（令和４年１月）」より
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規模 ■杉並区児童養護施設退所者等応援基金の設置

・寄付者の思いに的確に応える
・子どもたち一人ひとりの
状況に応じて支援

基金を設置し
安定的に事業
を実施

所管課 児童相談所設置準備課

寄付のご協力をよろしくお願いします。

杉並区児童養護施設退所者等応援基金の設置

予算 1,019万3千円

今後、子どもたちの自立に向けて様々な支援を検討



補正予算の事業一覧
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補正予算の事業一覧(総務費)

事業名 主な内容 予算規模

施設整備基金積立金
将来の区立施設の改築・改修需要の備えとして、決算剰余金等の一部を
積立金として計上
(新規積立額80億円、利子積立額1,600万円)

80億1,600万円
（特財：財産収入
1,600万円）

財政調整基金積立金
決算剰余金等について、各歳出事業に充てた残余を積立金として計上
（新規積立額4億2,615万3千円、利子積立額85万3千円）

4億2,700万6千円
（特財：財産収入
85万3千円）

財産の取得・維持管理
令和6年11月に発生した、区設置の街路灯の取付金具にトラックが接触
し損傷した事故について、修理費及び修理期間中の代車費に関する損害
を賠償する必要があることから、当該賠償に要する経費を計上

413万1千円
（特財：諸収入413

万1千円）
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補正予算の事業一覧(生活経済費)
事業名 主な内容 予算規模

ＮＰＯ等の活動支援

令和6年度末で廃止した長寿応援ファンドの区への返還金については、令和7年
度当初予算において、令和6年度末残高見込額を各基金への積立金として計上
したが、令和6年度のファンドを活用した助成事業の件数が想定を下回ったこ
とに伴い区への返還額が増額したため、当初見込額との差額を各基金への新規
積立金として計上

※差額（189万5千円）を以下の基金にそれぞれ新規積立
ＮＰＯ支援基金／地域課 90万1千円
社会福祉基金／保健福祉部管理課 36万6千円
次世代育成基金／児童青少年課 9万3千円
みどりの基金／みどり公園課 53万5千円

90万1千円
（特財：諸収
入90万1千円）

保養のための宿泊機会の提供

令和7年度末で民営化宿泊施設としての運営を終了することとしたコニファー
いわびつの売却が決定したことに伴い、歳入に土地等売払収入（3,500万円）
を計上するとともに、歳出に所有権移転に伴い必要となる建物表題登記委託に
要する経費を計上

129万5千円
（特財：財産
収入3,500万

円）

住民基本台帳事務
出入国管理及び難民認定法等の一部改正に伴い、各区市町村において在留カー
ド等のＩＣチップに居住地を記録する業務を行う等の必要があることから、Ｉ
Ｃチップの記録・読み取りに用いる専用端末の調達等に要する経費を計上

442万8千円
（特財：国庫
支出金442万8

千円）

体育施設の維持管理
令和8年4月から体育施設における子ども（高校生相当まで）の一般使用の使用
料等を無償（プールは夏季期間を除く）とすることに伴い、券売機の改修等に
要する経費を計上

450万4千円
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補正予算の事業一覧(保健福祉費)①

事業名 主な内容 予算規模

下高井戸おおぞら公園スポーツ
コートの整備

インフレスライドに伴い、下高井戸おおぞら公園パークステーショ
ンⅡ（スポーツコートの管理棟）の整備に係る追加の工事費を計上

2,097万7千円

社会福祉基金運営
・生前贈与による寄附金（190,000千円）を積立
・長寿応援ファンドの返還金の増額分（366千円）を積立

1億9,036万6千円
（特財：寄附金1
億9,000万円、諸
収入36万6千円）

保健福祉部国庫支出金返納金

令和６年度以前に交付を受けた国庫支出金・都支出金について、実
績に基づきそれぞれ返納金を計上

2億6,100万円

保健福祉部都支出金返納金 1億1,900万円

子ども家庭部国庫支出金返納金 2億3,900万円

子ども家庭部都支出金返納金 9億800万円

高齢者保健福祉施策の推進
デジタルデバイド解消支援及び健康アプリを含む区の行政デジタル
の利用促進を図るため、高齢者を対象としたスマートフォンの購入
助成に要する経費を計上

1,883万1千円
（特財：都支出
金1,000万円）
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補正予算の事業一覧(保健福祉費)②

事業名 主な内容 予算規模

介護保険事業者支援

・国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用し、都が実施する物
価高騰支援の対象外である区内介護サービス事業所（615所）における令和7
年度上半期分の食材費及び光熱費等の補助に要する経費を計上（6,406万2千円）

・介護事業者の業務負担軽減及び生産性向上を図るため、都補助を活用し、居宅
介護支援事業所と居宅サービス事業所がケアプランのやり取りをオンラインで
完結できる「ケアプランデータ連携システム」の導入支援に要する経費を計上
（2,200万円）

8,606万2千円
（特財：都支出
金8,606万2千

円）

障害者の入所・通所
施設の運営助成

国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用し、都が実施する物価高
騰支援の対象外である区内障害者通所施設（60所）における令和7年度上半期分の
食材費の補助に要する経費を計上

972万6千円
(特財：都支出金
972万6千円)

私立認可保育所
国の補助制度を活用し、保育所等における子どもの性被害防止対策を強化するため、
子どものプライバシー保護を図るパーテーション・簡易扉・簡易更衣室の設置等の
補助に要する経費を計上

407万6千円
(特財：国庫支出
金271万7千円）

地域型保育事業
54万円

（特財：国庫支
出金36万円）
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補正予算の事業一覧(保健福祉費)③

事業名 主な内容 予算規模

次世代育成基金の運営

・生前贈与による寄附金（1億9,000万円）及び利子積立額（38万
円）を計上

・令和6年度における財政調整基金運用益（1億303万円）の5％相
当額（515万2千円）を積立

・長寿応援ファンドの返還金の増額分（9万3千円）を積立

1億9,562万5千
円

（特財：財産収
入38万円、寄
附金1億9,000
万円、諸収入9
万3千円）

児童養護施設退所者等応援基金
の運営

令和6年4月から開始した、ふるさと納税による寄附金を活用した
「児童養護施設退所者等への支援事業」について、寄附者の思い
に的確に応え、退所者等の社会的自立支援に最大限活用できるよ
う、新たに「杉並区児童養護施設退所者等応援基金」を設置する
ことに伴い、新規積立金（1,000万円）及び普及啓発（19万3千
円）に要する経費を計上

1,019万3千円
（特財：寄附金
211万8千円）

在宅医療体制の充実
がん患者ウィッグ購入費等助成事業について、都の補助要綱にお
ける対象者拡大や他区の実施状況等を踏まえた助成事業の拡大に
要する経費を計上

1,388万8千円
(特財：都支出
金694万4千円)
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補正予算の事業一覧(都市整備費)

事業名 主な内容 予算規模

有料制自転車駐車場の運営
利用者の利便性向上を図るため、令和8年1月開始を目途に、荻窪南
第一自転車駐車場（2,617台収容）でキャッシュレス決済を導入す
るための経費を計上

89万5千円

みどりの基金 長寿応援ファンドの返還金の増額分（53万5千円）を積立
53万5千円

（特財：諸収入53
万5千円）

25



補正予算の事業一覧(環境清掃費)

事業名 主な内容 予算規模

ごみ・し尿の収集・運搬

リチウムイオン電池などの小型充電式（二次）電池については、現
在、杉並清掃事務所や環境活動支援センター、各地域区民センター
など区内11所において拠点回収を行っているが、膨張・変形を含む
小型充電式（二次）電池の回収に関する問い合わせや持ち込み点数
が増加している状況を踏まえ、回収拠点となる区施設を拡充するこ
と等に伴い、各拠点に配備する耐火性容器や消火シートの購入に要
する経費を計上

110万円
（特財：諸収入55

万円）
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補正予算の事業一覧(教育費)

事業名 主な内容 予算規模

小学校の運営管理
令和８年度からの放課後等居場所事業の拡充に伴う改修工事費（10校
中５校分）を計上
※５校分の改修工事費については第２回定例会において補正計上済み

2,062万5千円

中学校の運営管理
他自治体における学校施設への不審者の侵入等を踏まえ、区立中学校
への電気錠の設置に係る経費を計上
※区立小学校、区立中学校3校、済美養護学校では設置済み

7,932万5千円

富士見丘小・中学校の改築 インフレスライドに伴い、追加の工事費を計上 2億601万9千円

中瀬中学校の改築
・インフレスライドに伴い、追加の工事費（1億6,434万円）を計上
・地中障害物の影響等により工期を延長したことに伴い、追加の仮設
校舎賃借料（1,166万円）及び工事費（1,440万9千円）を計上

1億9,040万9千円
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令和７年９月２日


